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序　　文

2013年11月に改訂 4版、2016年12月にその追補版を発行してから約 5年、この度改訂 5版を発行す
る運びとなった。粉体塗装が国内に導入されてから約70年、その間の概略経過は前発行分に記されて
いる。多くの分野で定着してきた粉体塗装であるが、VOC規制などの環境対応が注目され、技術的
にも深く関わる故に、大きな話題になり始めた。
現代は、粉体塗装自体の技術発展のみならず、塗装する素材の発展や素材加工技術、塗装工場内の

作業環境や労働条件、排水と排気および廃棄物の処理などの塗装に関連する全ての作業時に発生する
諸問題点を確実に改善しながら、コストと品質を維持しなければならない時代となった。従って、こ
れらの具体的対応や処置の内容は、公表されて市場の理解を得なければ、社会的責任を果たしてはい
ないことになる。
SDGs、ESG投資、SBTイニシアチブなどの「指針」は、上記内容を明確に具現化するもので、今
後の企業活動の方針として公表し、その成果を評価されることになるであろう。
故に、これからの粉体塗装工場で扱う前処理薬品、塗料および設備や材料などについても、具体的

に上記の「指針」に基づき、活動する手立てを考える必要がある。
そのためには、社内のできるだけ広範囲な関係者間での協議により、改善すべき課題を選択し、決

められたリーダーのもと、PDCAを廻して改善・改革に努めることとなるだろう。

現状の国内粉体塗装事情を考慮し、優先的に実行すべきと考えられる改善点としては、SDGsにお
けるNo.7（クリーンエネルギー）＝先ず粉体塗装の焼付乾燥炉からのCO2ガス排出削減による環境改善、
およびNo.5（ジェンダー平等）＝男性優先で腕力と経験則に基づく作業から脱却し、女性にも仕事が
しやすい職場になることではないだろうか。
焼付乾燥の課題は、単に塗料用樹脂の改善のみに頼らず、低温短時間乾燥用の塗料添加剤の開発、

塗料の架橋反応を促進するガスを注入する乾燥炉などの開発なども期待したいところである。
女性活用による職場の活性化は、丁寧作業の推進、職場の整理と清潔化により、塗装不良の最大テ

ーマと思われる「ゴミ不良」の撲滅にも寄与すると考えられる。
ただし、改善・改革の前提となる、技術的な難課題の解決や社会的通念を改革する問題は、「あわ

てず・あきらめず」も大切であろう。

大きな改善・改革を実現するための「粉体塗装技術」は、本書に記述した内容以外にも沢山の対策
が考えられるであろう。読者の皆様の「ご意見」を伺い、「ご相談」させて頂くためにも、是非本書
のご一読をお願い申し上げる。

令和 4年 1月
日本パウダーコーティング協同組合　　
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